
令和２年度 （一社）犬山祭保存会常任理事会・理事会 第７回 議事録 

 

●日時    

令和３年２月２０日（土） １８：００～１９：５０ 

●場所 

IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F 

●出席者（敬称略） 

【常任理事】会長（石田）、会長代行（多和田）、副会長（小林、澤野、前刀、長谷川）、会

計（下山）、財務委員会委員長（今井）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（市橋）、 

伝統文化副委員長（長井）、てこ委員長（浅野）、企画広報委員長（松田）、企画広報委員長

代行（斉木）、企画広報副委員長（柴田、林）、専務理事（溝口） 

【理事】魚屋町組理事（小川雅弘）、下本町組理事（柴田）、中本町組理事（栗谷）、熊野町

組理事（浅野）、本町組理事（兼松）、練野町組理事（長岡）、鍛治屋町組理事（市橋義和）、

名栗町組理事（森）、寺内町組理事（三輪）、余坂組理事（大澤憲司）、外町組理事（伊藤尚

宏）、内田町組理事（伊藤一則）、坂下大本町理事（一色）、歴史まちづくり課（市野主査）、

観光交流課（新原課長）、文化スポーツ課（山本課長）、針綱神社宮司（岡地）、保存会事務

員（竹村） 

●議事 

Ⅰ．報告事項 

Ⅱ．議題 

① 令和３年度犬山祭神事実施計画 ②コロナ対策 ③会員会費制④その他 

●配布資料 

１．「令和２年度 第７回常任理事会・理事会」 

２．令和３年犬山祭について（特別縮小案について・新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策「シーン別ガイド」一覧表・マスクの効果について・伝統文化委員会よりコロナ対策に

ついて） 

３．定款変更（案）について 

 

 

 



●議事内容 

Ⅰ．報告事項 

〇報告／検討内容 

・伝統文化委員長：1 月 29 日に今井小学校でからくり体験教室を行った。からくりミュー

ジアムから体験型人形と三番叟、茶運人形を搬出し、全児童２５名程に人形操作を体験し

てもらったり、人形の動く所を見てもらった。ほとんどの児童が犬山祭を見たことがある

との事で、今後の祭を楽しみにしているという反応をもらった。 

また 2 月 20 日に伝統文化委員会を開催し、コロナ対策の議論を行った。 

・専務理事：名古屋の小学校から郷土の歴史学習の冊子をいただいた。名古屋の小学 

校であるにもかかわらず、犬山祭に大きくページが割かれているので是非皆さんにも情

報共有しておきたい。 

〇決定事項 

 ― 

 

 

Ⅱ．議題 ①令和３年度犬山祭神事実施計画 

〇報告／検討内容 

・専務理事：今回の縮小案の文面において「車山行事は中止また延期せざるを得ない」とい

う表現を用いた。秋に車山行事を行う場合、春の車山行事の延期というニュアンスを持た

せるため。 

また、前回提案した犬山祭特別縮小案に関して、一部変更があったため、それについて針

綱神社宮司様より説明していただく。 

・針綱神社宮司：針綱神社太鼓橋前にて理事及び役員の方のみでお祓い神事を行うが、この

際には「お札をお渡しする」という形にさせていただく事になった。これに伴い、お札渡

し式も今年は行わない形となる。 

・会長代行：警察と打合せをしたところ、この実施計画で行って良いとの回答を 

得ている。 

保存会としての最終的な結論を出すまで時間があまりないので、今回の理事会に 

おいて話を詰めていただきたい。 

まず、各ご町内において、この縮小案に対してどのような反応をいただいているかを報告

していただきたい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伝統文化副委員長：コロナ対策委員会を設けて、犬山祭が来年・再来年とどのような状態

になっているか分からないため、何か対策を取れないかという議論を行った。廻所場の実

施について、下山の道行の披露について、お囃子の披露の場を設けるかどうか、安全なか

らくりの奉納について、観光客の対策について、といった項目において様々なご意見を伺

った。 

 廻所場でこれまで毎年やってきた事を継承していく事の重要性を鑑み、何か一つでも出

来る事はないかという思いで、各ご町内の意向を尊重した上で協議を重ねている所であ

る。今後も良い対策案があればアップデートして、皆さんにお伝えしていきたい。 

・会長代行：最近では本町通りにも人が増えてきている。どのような観光客対策を行政が行

っているか、お話をお聞きしたい。 

・観光交流課：まもなく春の犬山キャンペーンが始まる事もあり、本町通りにも警備はつか

せる予定である。各ご町内でも自主警備のご協力をお願いしたい。 

・文化スポーツ課：聖火リレーについての報告をさせていただく。現時点でリレーの中止報

告は無いため、実施の方向で調整を進めている。犬山市の聖火リレーランナーが先日辞退

されたため、現在補欠の方の選出の準備を行っている段階である。 

 ２月終わり頃にはまた詳細な情報が入ってくるため、改めて皆さんにお伝えする。 

・会長：廻所場を使う場合、利用者全員に PCR 検査を行政と連携する形で実施するような

事は可能かどうか、といった事も含めて検討してはどうか。 

・祭当日の各町内のタイムスケジュールはどのようにするのか。 

 →専務理事：１０町内を２つに分けてそれぞれで行う案を次回提示します。 

 

〇決定事項 

 継続審議 

 



Ⅱ．議題 ②コロナ対策 

〇報告／検討内容 

〇コロナ感染対策のガイドラインについて 

・企画広報副委員長：コロナウイルス感染防止対策について、ガイドラインを作成した。た

だし、これは自分たちで祭を継続していかなければならないという思いから考案したも

のであり、禁止事項を書いているわけではない。 

 コロナウイルス感染は未曽有の状況であり、まだ分からない事も多いため、あくまで心構

えとしてのアイデアの提案である。 

 お囃子に関しては、内容ごとに分けて、対策案を考える。飲食は NG とする。換気、ソー

シャルディスタンスを保つ事を注意し、それが難しいようであれば、時間別に分けるなど

の対策を取る。 

 感染対策に関しては、今後まだ新しい状況も出てくると思われるので、それに合わせて適

宜こちらの対応策もアップデートしつつ、皆さんのご意見を賜りながら検討を続けてい

きたい。 

〇コロナウイルス感染対策に要する経費について 

・会長代行：ウイルス感染対策の備品は補助金の対象になるか。 

 →歴史まちづくり課：対象となる。 

・会長代行：補助金をもらいつつ、各ご町内では最善の努力をしていただきたい。 

・専務理事：感染対策に必要なマスクや使い捨て手袋等の備品については、保存会会計と相

談して本会計で一括して購入する予定である。 

・会計：各町内でマスク等必要なものに関して、事務局に連絡していただければ対応させて

いただく。 

・代行：次回の理事会までに、各町内は必要なものを連絡してほしい。 

〇決定事項 

 継続審議 

 

Ⅱ．議題 ③会員会費制 

・専務理事：継続して審議いただいている保存会の会員会費制について、修正案を検討して

いただきたい。今回決定的に異なるのは、町内会費制（１３町内３万円・３町内 2 千円）

を廃止し、参加者（参加名簿記載の者）すべてから会費をいただく、という形に変更した

箇所である。各町内平均して８５人から１００人ほどいただく計算となる。以前から指摘



されていた、町内の戸数による負担の不公平感についても解消される案である。 

 

 伝統文化委員会でもすでに検討いただいているが、いくつかの町内からは厳しい反対意

見が出た。今回の会費制が、あくまで祭参加者の意識改革を目的としているという意図が

伝わっていない。辛抱強く議論を重ねていくしかない。皆さんのご意見をここで拝聴した

い。 

・伝統文化委員長： 犬山祭をつなげるという気持ち、祭参加者の一員であるという自覚を

もってもらいたいという意向を伝えた。意見の中には、会費を取る上で、どういう方向に

犬山祭が向かっていくのかを知りたい、という声もあった。 

・会長代行：祭の参加者という感覚、犬山祭に参加して盛り上げるための参加費として伝え

てほしい。てこ委員会から承認を得られたら、理事会でも受け入れられるのではないか。 

 皆さんからのご意見を賜りたい。 

・正会員と会員が分かれているのが納得できない。町内会も開けておらず、関係者が話し合

ってもコロナ対策が中心となって会費についての議論が進んでいない。もっと長いスパ

ンで議論して、納得できる状態にした方が良いのでは。コロナ対策の議論が落ち着いた後

で議論すべき。 

・てこが何百人といるのに、一人しか議決権がないのはおかしいのでは。 



・町内での話が進んでいない。てこの意見をもっと聞いた上で議論を詰めた方が良い。 

・役員の中でも話が進んでいない。積極的には賛成しかねるという空気がある。 

・一軒一口とは、一軒に何人いても一口の扱いなのか。 

 →専務理事：そのような形となる。 

・こういった提案が出てきた事に失望している。理事会や町内会でも話し合っているが、閉

鎖的な保存会であるという印象を持つ。祭参加者としての自覚を高めるという大義名分

を掲げているが、本当にそれが適切なのか。各町内でそれぞれ培ってきたノウハウがある

のだから、保存会としての見解でこのような形で決めるのはどうなのか。 

・町内で話をしている。てこの皆さんは、町内に払うという認識で、保存会に払うものでは

ないという意見がある。飲食費の負担などもあるので、各町内にもっと還元してもらえる

システムを考えてもらいたい。 

・当番で集まって審議している。今の所ポジティブな反応は少ないので、時間をかけて継続

審議したい。 

・「外部から来てもらっている」という人からお金を取ることは難しい。今は過渡期である。

外部から来てもらわないと賄えないような現段階で、この提案は厳しい所がある。 

・千円を払ってまでやりたくないという人がいたらどうするのか。町内として徴収する方が

すんなりするのでは。 

・町内で役員会儀を進めているが、提案が違ってきているので、改めて話し合う必要がある。

どうして外部から応援に来てくれる人から取るのか。お金を取りづらい場合、町内で肩代

わりせざるを得ないのではないかという意見もある。もっと時間をかけて話し合う必要

がある。 

・今は犬山祭を維持するのに必要な会費として町内に払っているが、そこから更に追加費用

が加わるのは賛成しかねる。そもそも定款変更をなぜするのか、という事から説明してい

く事が必要。 

 任意団体から社団法人に変わった中での齟齬が出てきたので変更する、という大きな枠

組みからの 経緯の説明がもっと必要では。 

・一度議論が振り出しに戻った印象があるので、改めて議論を重ねる必要がある。町内によ

っては数軒しかないので、確かに現行の制度は不公平ではあると思う。 

・てこには連絡済みだが、反応がない。１６町内それぞれの特色があるので、保存会一色に

してしまうのはどうなのか。 

・制度の変更が意識改革には結びつかないのではないか。町内のてこの警備費用や手当等、 

 もっと保存会の方で納得のいくような説明を考えた方が良いのではないか。 

・会長：保存会の方向性について、ユネスコの無形文化遺産になった事をもっと考えてほし

い。多様性の尊重が重要であるという理念と価値観の下で改革案を訴えているのであっ

て、これは、近年話題になっている SDGs（持続可能な開発目標）に通じるものである。

閉鎖的ではなくむしろ開放的なスタンスであり、世界的に開かれた方向性である。 



 いろいろな意見があるのは仕方がないことだが、犬山祭には多額の費用が公金として入

ってきている事も含めて改めて考えてほしい。祭の二日間、道路を犬山祭のために使う事

も、ある意味では独善的である。これを開放して広げていかなければならない。祭りを楽

しむのは自費でやるべきである、という考えがもっと深まっても良いのではないか。２１

世紀になって、状況が変わってきた事も考えなければならないし、これを意識して新しい

犬山祭を創造していく事を考えたい。 

 町内で修理費を７．７％負担している事に関しても、例えばクラウドファンディングで費

用を募り、負担を減らすという考え方もある。 

〇決定事項 

 継続審議 

 

●懸案事項／その他 

〇令和二年度町内分配助成金について 

・会計：今年は祭行事が通常通り行われないため、4月４日までに提出書類を出してほしい。

計算ミスや領収証の書き間違えに気を付けて書類を作成していただきたい。草鞋代も令和

２年度分として計上されるので、草鞋の購入をお願いしたい。 

 

●次回日時   

令和３年３月６日 

●次回場所 

IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F  

 

 

●記録日   

令和３年 2 月 21 日 

●記録者 

竹村  

 

 



●署名 

 

 

 

 

 

 


